
開会挨拶 

 

皆様こんにちは。日本海事センター会長の宿利正史です。今年も早 12 月を迎え、

皆様それぞれにお忙しい中、本日の第 8 回 JMC 海事振興セミナーに大変多くの皆様

からご参加の申込みをいただき、誠にありがとうございます。 

 

さて、本日のテーマは「サプライチェーン最適化に向けた荷主と船社の協調関係

の深化」です。 

 

私から改めて申し上げるまでもありませんが、我が国の経済・社会の基盤を成す

サプライチェーンは、製造業を中心とする国際分業体制の進展に伴ってグローバル

化されており、近年その脆弱性が顕在化しています。2020 年からの COVID-19 によ

って、さらに昨年からのロシアのウクライナ侵攻によって、輸送の大幅な遅延や寸

断などグローバルサプライチェーンに大きな混乱が生じたことは記憶に新しいとこ

ろです。 

このような事態を受け、最近、荷主と船社との間で新たにパートナーシップを構

築することにより、サプライチェーンの課題を克服し、その最適化を追求する動き

が進みつつあります。 

 

その代表的な取組の一つは、貨物情報の可視化です。今回の物流の混乱の要因の

一つとして、国際物流に携わる荷主と船社との間の情報の共有に問題があったため、

デジタル技術を活用してサプライチェーン全体をリアルタイムで可視化し、国際物

流全体のサプライチェーンマネジメント、つまり貨物の動静管理を高度化しようと

するものです。 

 

もう一つの取組は、輸送の効率化です。港湾エリアの渋滞の慢性化やトラックの

回転率の悪化などの課題に対処するため、荷主と船社が共同し、内陸のコンテナデ

ポを活用してコンテナを共同利用することにより、サプライチェーンを効率化し、



輸送時間の短縮と環境負荷の低減を図ろうとするものです。 

 

我が国において、いわゆる 2024 年問題や物流に伴う CO２排出の削減が大きな課

題である中、このようなグローバルサプライチェーンを再構築し、強化しようとす

る取組は、まさに喫緊の重要な取組であり、我が国の製造業にとっても国際競争力

の強化に直結するものだと考えられます。 

 

当センターでは、これまでも JMC 海事振興セミナーにおいて、数次にわたりグロ

ーバルサプライチェーンに関するテーマを取り上げてきましたが、今回初めて、荷

主企業と荷主企業が加盟する団体に加わっていただき、今後の荷主と船社とのパー

トナーシップの構築について、また、その協調関係に基づく新たな取組や動向につ

いて、最新の情報や知見を皆様と共有しつつ、考察を深めたいと思います。 

 

まず最初に公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会 JILS 総合研究所の遠

藤様から、続いてオーシャン・ネットワーク・エクスプレスジャパン株式会社の中

井様、そして株式会社クボタの武山様、当センターの福山客員研究員の順に講演を

していただきます。 

その後、当センターの客員研究員である拓殖大学商学部の松田教授がモデレータ

ーとなり、講演者への質問と総括コメントを行っていただくとともに、会場である

いはオンラインでご参加いただいている皆様との質疑応答を行います。 

本日のセミナーが、ご参加いただいております多くの皆様にとりまして、真に有

益なものになりますことを期待いたしまして、私の挨拶といたします。 

では、どうぞよろしくお願いいたします。 


